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久しぶりに数学の不等式について考えてみる なまっている頭のリフレッシュ！ 
 
（１）はＷｅｂからの引⽤です。⼀⾒完全な照明とはなっていないように⾒えますが、理屈
で考えてみるとなるほどです。その理由を含めて以降で⽰します。 
 
（２）と（３）は視覚的に正しいので、今回は省略です。 
 
 
技術⼠⼀次試験 令和元年度再試験 基礎科⽬ 問題より 
 

 
 



問題（１）の解法はこちらにあり、ここより以下に引⽤します。 
https://www.geisya.or.jp/~mwm48961/kou2/inequality13.htm 

 
ｎ＝２の場合の証明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
そこで、更なるミッションです。 
 
ｎ＝３、ｎ＝４の時の証明です。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



ｎ＝４，８，１６，３２・・・ 
の証明です。 
 
 
 
 
ｎ＝４を⽤いてｎ＝３の証明です。 
 
この⽅法を⽤いると、 
ｎからｎ−１の証明が可能になり
ます。 
 
 
例えば、上で求めたｎ＝１６から
スタートすると、ｎ＝１５、ｎ＝１
４、ｎ＝１３・・・と証明していく
ことができます。 
 

 
 
⼀般的なｎに対してはこの⽅法で⼀
発証明です。 
 
この⽅法は１ページ⽬の問題（３）の
証明⽅法と共通するところがありま
す。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



この証明が YouTube に流れていました。 
 
この説明には、調和平均も込みです。 
 
式変形チャネル n 変数の相加・相乗・調和平均の関係式 

https://www.youtube.com/watch?v=gu7N52vfPwI&t=767s 

 
 
 
 
 
（２）は原点ゼロ（θ＝０）の時、sin（θ）の傾きは１です。分⺟のθの傾きも１ですか
ら、左辺の値は１となります。（以下省略） 
 
 


